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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
か
ら
１
年
半
。

３
密
回
避
や
不
要
不
急
の
外
出
制
限
な
ど
で
、仕
事
や
学
校
、

日
常
生
活
に
大
き
な
影
響
が
出
て
い
る
。

そ
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
＂
不
要
不
急
＂
の
も
の
だ
ろ
う
か
？　

感
染
拡
大
の
渦
中
で
活
動
は
ど
う
あ
る
べ
き
だ
ろ
う
か
？

本
号
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
意
味
と

そ
の
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

特
集

コ
ロ
ナ
禍
の
１
年
半
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

意
味
と
そ
の
支
援

新型コロナウイルス感染確認者の推移（2020 年 1月 16 日から 21 年 8月 7日まで）

民生委員の高齢者見守り訪問用のポスティン
グ訪問用紙「おてんとだより」（右）と、マス
ク寄贈用ポスト（提供＝神戸市兵庫区社会福
祉協議会、5 ～ 7 ページに関連記事）

出所：NHK 提供データベースから編集部作成
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先
が
見
え
な
い
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況

　
ま
ず
、
日
本
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状
況
の
推
移

を
ざ
っ
と
振
り
返
っ
て
お
こ
う
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
２
０
１
９

年
12
月
に
中
国
・
武
漢
で
発
生
。
20
年

１
月
16
日
に
日
本
で
最
初
に
感
染
が
確

認
さ
れ
た
。
１
月
31
日
に
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ

（
世
界
保
健
機
関
）
が
緊
急
事
態
を
宣

言
。
日
本
で
も
２
月
21
日
に
は
感
染
者

１
０
０
人
を
突
破
。
28
日
に
文
科
省
か

ら
小
中
高
校
と
特
別
支
援
学
校
の
全
国

一
斉
休
校
の
通
知
が
出
さ
れ
た
（
３
月

２
日
〜
春
季
休
業
開
始
ま
で
）。

　

３
月
11
日
に
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
（
世
界
的
大
流
行
）
を
宣
言
。

４
月
７
日
に
は
７
都
府
県
に
１
回
目
の

緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
（
16
日
に
対

象
を
全
国
に
拡
大
）、
社
会
経
済
活
動

の
「
自
粛
」（
市
民
の
外
出
自
粛
と
政

府
の
要
請
に
よ
る
営
業
自
粛
）
が
要
請

さ
れ
た
。

　
５
月
に
入
る
と
段
階
的
に
解
除
が
進

み
、
５
月
25
日
に
約
１
カ
月
半
ぶ
り
に

全
て
の
都
道
府
県
で
解
除
さ
れ
た
。
し

か
し
、
そ
の
後
も
、
繰
り
返
し
感
染
拡

大
の
波
が
押
し
寄
せ
、
緊
急
事
態
宣
言

も
２
回
目
（
21
年
１
月
８
日
〜
３
月
21

日
）、３
回
目（
４
月
25
日
〜
６
月
20
日：

沖
縄
の
み
８
月
22
日
）
に
。
さ
ら
に
東

京
都
に
は
、
４
回
目
（
７
月
12
日
〜
８

月
22
日
）
が
出
さ
れ
た
。

　
感
染
力
の
強
い
デ
ル
タ
株
の
広
が
り

に
よ
り
、
21
年
７
月
下
旬
か
ら
感
染
者

が
急
増
し
、
７
月
29
日
に
は
１
日
の
感

染
者
数
が
１
万
人
を
突
破
し
た
。
８
月

２
日
か
ら
は
再
び
多
く
の
都
道
府
県
に

緊
急
事
態
宣
言
や
蔓ま
ん

延え
ん

防
止
等
重
点
措

置
が
適
用
さ
れ
て
い
る
。

「
新
し
い
生
活
様
式
」
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

こ
う
し
た
中
、
医
療
体
制
の
逼ひ

っ

迫ぱ
く

、

経
済
活
動
の
制
約
に
伴
う
収
入
の
低

下
・
喪
失
、
教
育
機
会
や
文
化
的
機
会

の
縮
小
・
喪
失
、
情
報
格
差
・
情
報
弱

者
の
問
題
な
ど
が
ま
す
ま
す
深
刻
化
し

て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
あ
る
い
は

こ
れ
ら
と
連
動
し
て
、
私
た
ち
の
社
会

に
ボ
デ
ィ
ー
ブ
ロ
ー
の
よ
う
に
効
い
て

き
て
い
る
の
が
、
い
わ
ゆ
る
「
新
し
い

生
活
様
式
」
の
影
響
だ
ろ
う
。

　
20
年
５
月
に
政
府
の
専
門
家
会
議
か

ら
示
さ
れ
た
「
新
し
い
生
活
様
式
」
の

実
践
例
で
は
、
感
染
リ
ス
ク
を
抑
え
る

た
め
に
、
個
人
や
職
場
で
の
手
洗
い
、

マ
ス
ク
着
用
、
換
気
、
外
出
／
移
動
の

自
粛
、
３
密
（
密
閉
、
密
集
、
密
接
）

回
避
な
ど
が
示
さ
れ
た
。
今
で
は
、
多

く
の
人
に
と
っ
て
、
マ
ス
ク
な
し
の
外

出
は
考
え
ら
れ
な
い
し
、
気
軽
に
集

ま
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、
口
角
泡

を
飛
ば
し
て
議
論
す
る
な
ど
と
い
う
こ

と
は
あ
り
得
な
い
状
況
に
な
っ
て
い

る
。

　
コ
ロ
ナ
以
前
の
日
常
は
、
①
外
に
出

る
こ
と
、
②
人
と
会
う
こ
と
、
③
集
う

こ
と
、
④
語
ら
う
こ
と
、
⑤
行
動
す
る

こ
と
、
と
い
う
五
つ
を
基
本
と
し
て
成

り
立
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
が
制
限
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
人
と
人
、
人
と
社
会

と
の
関
係
性
が
微
妙
に
変
化
し
つ
つ
あ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、

そ
こ
か
ら
社
会
的
な
孤
立
状
態
に
陥
る

人
が
さ
ら
に
増
加
し
て
い
く
こ
と
が
心

配
さ
れ
る
。

　
さ
て
、
先
の
①
～
⑤
は
、
ま
さ
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
基
盤
を
な
す
も
の

で
も
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
１
人
だ
け
で

行
う
よ
う
な
活
動
も
あ
る
が
、
多
く
の

場
合
は
、
他
者
と
出
会
い
、
課
題
を
共

有
し
て
と
も
に
活
動
に
取
り
組
ん
だ

り
、
そ
の
成
果
を
分
か
ち
合
っ
た
り
す

る
こ
と
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
「
新
し
い
生
活
様
式
」
の
中
で
、
こ

う
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
ど
う

な
っ
た
の
だ
ろ
う
？

活
動
継
続
か
中
止
か
？ 

再
開
は
？

～
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
不
安
・
悩
み

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
範
囲
は
広
く

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
や
形
態
が
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
二
つ
の
タ
イ
プ
に
つ
い
て
見

て
み
る
こ
と
と
す
る
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
、
各

地
の
社
会
福
祉
協
議
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は

大
津
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
滋
賀
県
）

で
実
施
さ
れ
た
二
つ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
結
果
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
と
す
る
。

　
大
津
市
は
滋
賀
県
の
県
庁
所
在
地
で

人
口
約
34
万
人
の
中
核
市
。
京
都
市
に

隣
接
し
て
お
り
、
Ｊ
Ｒ
で
京
都
駅
か
ら

二
つ
目
（
約
10
分
）
の
た
め
、
通
勤
・

Ａ
：
特
定
の
テ
ー
マ
の
も
と
に
グ
ル
ー

プ
を
作
っ
て
活
動
し
て
い
る
も
の
（
メ

ン
バ
ー
や
活
動
先
の
地
域
は
問
わ
な

い
）

Ｂ
：
特
定
の
（
身
近
な
）
地
域
で
住
民

相
互
の
活
動
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も

の
（
居
場
所
活
動
な
ど
）
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通
学
で
京
都
や
大
阪
へ
行
き
来
す
る
人

も
多
い
。

	⿟
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
登
録
団

体
は
？

　

ま
ず
、【
タ
イ
プ
Ａ
】
に
あ
た
る
も

の
と
し
て
、
00
年
11
月
に
実
施
さ
れ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
登
録
団
体

（
１
８
０
団
体
）
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
（
20
年
度
の
活
動
状
況
を
尋
ね
た
も

の
）
を
見
て
み
よ
う
（
図
表
１
参
照
）。

　
回
答
し
た
１
０
３
団
体
の
う
ち
、
コ

ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
変
わ
ら
ず
に
活
動
を

続
け
て
い
る
の
は
１
割
強
に
過
ぎ
な

い
。
休
会
し
た
ま
ま
の
団
体
は
全
体
の

２
割
近
く
あ
る
。
約
７
割
は
い
っ
た
ん

活
動
を
中
断
し
た
が
再
開
し
て
い
る
。

　
活
動
を
継
続
し
て
い
る
団
体
の
多
く

は
環
境
系
（
活
動
場
所
は
屋
外
）
で
あ

る
。
唯
一
「
高
齢
者
の
送
迎
」
を
行
っ

て
い
る
団
体
が
あ
る
が
、＂
公
共
交
通

機
関
の
な
い
地
域
で
の
活
動
で
あ
り
、

高
齢
者
の
移
動
手
段
と
し
て
休
め
な
い
＂

状
況
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
一
方
、
休
会
し
て
い
る
団
体
に
関
し

て
は
活
動
分
野
の
特
徴
は
な
い
。
む
し

ろ
「
メ
ン
バ
ー
や
参
加
者
に
高
齢
者
が

多
い
」「
感
染
防
止
の
体
制
が
取
れ
な

い
」
と
い
っ
た
理
由
が
多
い
。「
小
さ

な
グ
ル
ー
プ
な
の
で
、
聴
覚
障
害
の
方

と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
や
り
取
り
す
る
た
め

の
設
備
を
揃そ
ろ

え
ら
れ
な
い
」
と
い
っ
た

切
実
な
声
も
見
受
け
ら
れ
た
。

　
最
も
多
か
っ
た
の
は
、
い
っ
た
ん
活

動
を
中
断
し
た
も
の
の
、
再
開
し
た
と

い
う
団
体
で
あ
る
。
再
開
時
期
は
６
月

が
最
も
多
い
が
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
以

降
の
感
染
拡
大
の
「
波
」
に
よ
っ
て
、

再
び
中
断
し
た
り
再
開
し
た
り
を
繰
り

返
し
て
い
る
団
体
も
多
い
の
で
は
な
い

か
と
推
測
さ
れ
る
。

	⿟
居
場
所
活
動
は
？

　
次
に
【
タ
イ
プ
Ｂ
】
に
あ
た
る
も
の

と
し
て
、
大
津
市
内
の
「
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
（
注
１
）」（
１
９
８
カ
所
）
を
対

象
に
実
施
さ
れ
た
調
査
を
見
て
み
よ
う

（
図
表
２
）。
こ
ち
ら
は
21
年
２
月
に
実

施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

回
答
し
た
サ
ロ
ン
（
１
４
６
カ
所
）

98765月 10 11

12

３

14

３０

１団体

８

３

【図表 1】特定テーマで活動するグループの状況

メンバーのみの活動

屋外での活動
（環境系）
9 団体

メンバーのみ
の活動（体操、
手芸など）
４団体

その他　１団体
（公共交通機関のない
地域での高齢者の送迎）

（
注
１
）
地
域
の
居
場
所
づ
く
り
の
一
つ
で
、
公
民
館
や
自
治
会
館
、
空
き
家
な
ど
を
活
用
し
、
地
域
の
仲
間
づ
く
り
、
出
会
い
の
場
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
を
す
る
た
め
の
活
動
。
内
容
は
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
茶
話
会
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
自
由
に
企
画
さ
れ
て
い
る
。

年度途中から再開

ずっと活動継続
14 団体（13.6％）

休会中
18 団体（17.5％）

年度途中から再開
71 団体（68.9％）

【図表 2】ふれあいサロンの開催状況について

無記入
7 カ所（5％）通常通り開催

9 カ所（6％）

時短や内容を
変えて実施
12 カ所（8％）

実施回数を
減らした
47 カ所（32％）

自粛している
71 カ所（49％）

活
動
継
続
14
団
体
の
内
訳

0

5

10

15

20

25

30
年
度
途
中
再
開
71
団
体
の
内
訳

2020 年

特集　コロナ禍の１年半、ボランティアの意味とその支援
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ウォロ２年分（12冊）を
挟み込めるバインダー

（１冊５００円＋送料35０円）です。
お問い合わせはウォロ編集部／office@osakavol.orgまで

 Vol.
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「
Ｚ
世
代
」
っ
て
？

　

ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ
た
概
念
で
、
お
お
む

ね
１
９
９
０
年
代
中
盤
か
ら
２
０
１
０
年
頃

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
々
を
指
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が

普
及
し
終
わ
っ
て
い
た
「
デ
ジ
タ
ル
・
ネ
イ

テ
ィ
ブ
」で
、国
連
統
計
分
析
を
し
た
ブ
ル
ー

ム
バ
ー
グ
社
に
よ
る
と
、
19
年
世
界
人
口
の

お
よ
そ
32
％
を
占
め
る
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー

ン
。
今
後
、
世
界
市
場
の
鍵
を
握
る
世
代
と

し
て
注
目
さ
れ
る
。

　

日
本
で
は
人
口
の
15
％
程
度
に
す
ぎ
な
い

が
、
先
行
し
た
「
ゆ
と
り
世
代
（
ア
メ
リ
カ

の
「
Ｙ
世
代
」
と
重
な
る
１
９
８
０
年
代
初

頭
か
ら
90
年
代
中
盤
生
ま
れ
の
人
々
）」
が
、

労
働
需
要
が
厳
し
い
長
い
不
況
期
を
生
き

て
「
嫌
・
消
費
」
と
い
わ
れ
る
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
構
築
し
た
こ
と
、
団
塊
世
代
が

２
０
２
５
年
に
後
期
高
齢
者
に
到
達
、
消
費

の
中
心
と
し
て
の
力
が
弱
ま
る
こ
と
な
ど
を

背
景
に
、
同
様
の
理
解
が
さ
れ
て
い
る
。
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
介
し
た
情
報
収
集
・
拡
散
が
こ
の
世

代
の
日
常
で
あ
る
こ
と
も
、
広
告
戦
略
に
敏

感
な
企
業
に
と
っ
て
の
魅
力
だ
。

　

つ
き
あ
い
の
Ｏ
ｎ
／
Ｏ
ｆ
ｆ
が
ク
リ
ア
で

マ
イ
ペ
ー
ス
、
承
認
欲
求
が
強
い
な
ど
の
特

徴
が
語
ら
れ
る
一
方
、
価
値
志
向
的
で
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
感
覚
に
す
ぐ
れ
、
環
境
や
社
会

の
問
題
へ
の
鋭
い
感
性
を
持
つ
と
言
わ
れ
る

こ
と
も
。
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
、「
シ
ン
ボ
リ
ッ

ク
な
若
者
の
姿
を
世
代
全
体
に
当
て
は
め
て

し
ま
う
」
世
代
論
が
そ
も
そ
も
持
つ
困
難
を

映
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。

　
　

大
阪
府
立
大
学
准
教
授　

工
藤 

宏
司
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「
シ
オ
ヤ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

シオヤコレクション（シオコレ）　
神戸市垂水区塩屋町4-2-6　電話 078-777-3062
営業時間 11:00～17:00　 火・水曜、年末年始休み

「利他」とは何か
伊藤亜紗、中島岳志、若松英輔、
國分功一郎、磯﨑憲一郎 著
集英社新書、2021年3月
924円（税込）

第74回

新 型コロナウイルスが感
染拡大するなか注目を

集める「利他」について、5
人の研究者が負の側面や危う
さも含めて考え直しながらそ
れぞれの視点で論じている。
　5 人の著者は専門分野も背
景も異なるが、論じた中身か
ら「うつわ」や「余白」といっ
た共通のキーワードが浮上す
る。
　「利他」の反対語は「利己」
だが、そもそもこの二つは常
に対立するものではない。利
他的な行為には「社会的な評
価を得たい」といった利己心
が含まれていて、まるでメビ
ウスの輪のようにつながって
いるという。

　著者の１人は「利他」の大
原則を「自分の行為の結果は
コントロールできない」こと
とし、この不確実性を意識し
ない行いは、押しつけや暴力
につながりかねないと警鐘を
鳴らす。そしてむしろ、自分
が立てた計画や見返りへの期
待に固執せず、他者の可能性
を信じて任せることで生じる

「余白」や予想外の生成を楽
しむことこそ重要であると説
く。
　また別の著者は、一見相手
をおもんばかった贈与も、も
らった側に「お返し」という
負債の感覚を与え、ひいては
権力的支配が生じかねないと
指摘。大切なのは意図的な行

為ではなく、人間の合理的な
意思の外部によって起こされ
るものであり、結果として「利
他」が宿ると論じている。
　日頃私たちが携わるボラン
ティアや社会貢献といった表
向き利他的と称される行為
は、自分の独り善がりになっ
ていないだろうか。日常的な
贈与をはじめ相手に対する一
方的な行いが、結果として善
意の押し付けになり、かえっ
て相手を困らせたりしていな
いだろうか。
　一読すればきっと自らの利
他的な行為を振り返り、利他
に対する考えを再考する一助
となるに違いない。

編集委員　阿部 太極

私
た
ち
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
よ
う
と

し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
持
ち
出

し
で
は
な
く
、仕
事
と
し
て
運
営
を
し
た
い
の
で
す
」

　
昨
年
11
月
か
ら
実
施
し
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
の
趣
旨
文
だ
。
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ッ
プ
は
、

イ
ギ
リ
ス
で
は
日
本
の
コ
ン
ビ
ニ
く
ら
い
の
数
が
あ

る
身
近
な
存
在
。
市
民
が
持
ち
寄
っ
た
物
品
を
販
売

し
、
収
益
を
地
域
に
還
元
す
る
。
そ
の
塩
屋
版
モ
デ

ル
と
し
て
の
古
着
屋「
シ
オ
ヤ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」は
、

今
年
５
月
、
塩
屋
駅
近
く
に
開
店
し
た
。
神
戸
の
中

心
部
に
ほ
ど
近
い
場
所
な
が
ら
、
山
と
海
に
挟
ま
れ

た
細
い
道
に
、
人
と
人
と
の
距
離
の
近
さ
を
実
感
さ

せ
る
ま
ち
。
塩
屋
を
愛
し
、
つ
な
が
っ
た
仲
間
を
大

切
に
す
る
人
た
ち
が
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
開
店

資
金
を
募
る
た
め
に
始
め
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
で
は
、
目
標
額
の
２
倍
以
上
の
お
金
が
集
ま
っ

た
。

　
店
は
、
塩
屋
在
住
の
澤
井
ま
り
さ
ん
と
田
中
若
菜

さ
ん
が
中
心
に
な
っ
て
運
営
。
ほ
か
総
勢
15
人
ほ
ど

の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
、
仕
分
け
、
値
付
け
、
運
搬
、
店

番
な
ど
で
支
え
る
。
内
装
の
大
半
は
プ
ロ
が
担
い
、

青
色
が
印
象
的
な
壁
な
ど
の
塗
装
は
、
応
援
者
と
と

も
に
手
が
け
た
。
シ
ェ
ア
キ
ッ
チ
ン
や
展
示
ス
ペ
ー

ス
も
併
設
す
る
店
内
で
は
「
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
塩
屋
」

の
商
品
な
ど
も
販
売
し
、
ま
ち
内
外
の
人
た
ち
が
出

会
う
交
差
点
と
し
て
の
役
割
も
め
ざ
す
。
収
支
状
況

は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
公
開
、
６
月
に
は
２
団
体
へ
の
寄

付
も
実
現
さ
せ
た
。

　
「
地
域
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
文
化
を
発
展
さ
せ
な
が

ら
利
益
も
生
み
出
せ
る
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

提
案
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
ね
」。
澤
井
さ

ん
は
意
気
込
む
。

編
集
委
員　
村
岡 

正
司

上／店舗外観。
下／店長の澤井まりさん（左）とサポーターの門田敏子さん。垂水区内初のチャリティーショップ。
ストックした古着は梁（はり）につり下げて保管。10 坪に店舗と倉庫が共存。
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森
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（
２
点
と
も
）
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第67回

第45回

1979年岐阜県生まれ。日本映
画学校（現・日本映画大学）卒
業後、日本各地の基層文化を
映像で記録・研究する民族文
化映像研究所に入所。所長の
姫田忠義に師事し、映像制作
に関わる。現在、株式会社工房
ギャレットの代表を務める。

●今月の館主

今
い ま い

井  友
と も き

樹

イラスト：杉浦 健

アンダークラス化する若
者たち
生活保障をどう立て直すか
宮本みち子、佐藤洋作、宮本太郎 
編著
明石書店、2021年3月
2530円（税込）

若 者の不安定雇用が大き
な社会問題になったの

は、1990 年代初めにバブ
ルが崩壊し、就職氷河期が始
まってからだろう。その頃か
らの「失われた 20 年」を経
て、若者のアンダークラス化
が進行していることを、本書
はまず指摘する。
　アンダークラスとは「不安
定な雇用、際立つ低賃金、結
婚・家族形成の困難」という
特徴をもつ社会階層だ。若者
のアンダークラス化を防ぐた
めに、何が必要か。政策を中
心に、現状と展望を 15 人の
筆者が幅広く論じている。政
府は無策だったわけではな
く、2003 年から支援策が

スタートしている。そこから
の展開や限界も概観できる。
　本書の提言で特に印象に
残ったのは、まず、シンプル
で一元化された所得保障の必
要性だ。現在の社会保障制度
の大枠は、正社員の父親が家
族を養う家庭を想定してつく
られたといえるだろう。しか
し、家族のあり方や機能はそ
のモデルから違ってきている
し、雇用や労働の形態も大き
く変わっている。失業保険の
ような就労要件がない所得保
障を若者に用意することは、
コロナ禍も重なる今、急務と
思われる。
　もうひとつは、地域を中心
とした包括的な支援制度の充

実だ。支援現場に関しては、
多様な市民活動への言及が多
い。生活困窮層の若者を対象
に、社会参加意欲の形成をは
かる学習支援教室。単純な就
労支援にとどまらない複合的
な課題対応を要する、地域若
者サポートステーションの現
状。困難を抱える若者に複数
のボランティアが伴走し、地
域全体を居場所にして支援
者・被支援者を分離しない相
互扶助を目指す取り組み。海
外生活を組み込んだ、若者の
雇用創出。若者に限ったこと
ではないが、こうした活動と
一元的・包括的な制度の両輪
での生活保障が望まれる。

編集委員　百瀬 真友美

科
学
映
像
館
」
が
無
料
配
信
す
る

『
ス
ラ
ム
』
は
、
大
阪
・
兵
庫
・

京
都
を
舞
台
に
、
１
９
６
０
（
昭
和

35
）年
の
住
宅
地
区
改
良
事
業
に
よ
り
、

老
朽
化
し
密
集
し
た
市
街
地
を
改
良
整

備
し
て
再
建
す
る
様
子
を
写
し
た
記
録

映
画
だ
。
廃
墟
の
よ
う
な
傾
い
た
家
屋

に
干
さ
れ
た
布
団
や
調
理
器
具
、
狭
い

室
内
を
分
け
合
っ
て
利
用
す
る
世
帯
な

ど
、
生
活
感
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
映
像
か

ら
は
、
む
き
出
し
の
生
命
力
が
あ
り
あ

り
と
迫
っ
て
く
る
。
こ
の
作
品
を
観み

な

が
ら
、
明
治
・
大
正
期
、
自
ら
も
貧
困

層
の
中
で
暮
ら
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

組
織
し
て
貧
民
の
救
済
活
動
を
続
け
た

賀
川
豊
彦
の
姿
を
思
い
浮
か
べ
た
。

　
作
品
は
、
改
良
整
備
さ
れ
た
新
し
い

集
合
住
宅
に
移
り
住
む
ま
で
の
様
子
も

描
く
。
住
宅
だ
け
で
な
く
急
速
に
イ
ン

フ
ラ
や
社
会
保
障
と
い
っ
た
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
も
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る

こ
と
も
予
見
さ
れ
る
。
近
代
都
市
の
成

り
立
ち
を
考
え
る
上
で
も
貴
重
な
記
録

映
画
で
あ
る
。 

　
こ
の
「
科
学
映
像
館
」
は
、「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
科
学
映
像
館
を
支
え
る
会
」
が

運
営
す
る
ア
ー
カ
イ
ブ
サ
イ
ト
で
、
消

え
ゆ
く
運
命
に
あ
る
フ
ィ
ル
ム
作
品
を

よ
み
が
え
ら
せ
、
次
世
代
に
つ
な
げ
る

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
２
０
０
７

年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
１
９
２
９
（
昭

和
４
）
年
以
降
に
作
ら
れ
た
教
育
・
自

然
・
医
学
・
民
俗
関
係
の
作
品
な
ど
、

総
数
１
１
４
２
本
の
貴
重
な
作
品
が
無

料
で
配
信
さ
れ
て
い
る
。

　
僕
は
普
段
か
ら
映
像
制
作
の
参
考
と

し
て
、
こ
の
「
科
学
映
像
館
」
を
活
用

し
て
い
る
。
ま
た
大
学
で
民
俗
の
映
像

記
録
に
つ
い
て
講
義
す
る
際
も
、
参
考

映
像
と
し
て
こ
の
サ
イ
ト
を
学
生
に
紹

介
し
て
い
る
。

　
膨
大
に
増
え
続
け
る
映
像
作
品
を
い

か
に
記
録
し
、
保
存
す
る
の
か
。
こ
の

科
学
映
像
館
の
取
り
組
み
の
よ
う
に
、

い
ま
、
さ
ま
ざ
ま
な
映
像
分
野
で
ア
ー

カ
イ
ブ
化
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

る
。
た
と
え
ば
、
16
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
や

磁
気
テ
ー
プ
な
ど
の
ア
ナ
ロ
グ
で
記
録

さ
れ
て
き
た
映
像
作
品
は
、
デ
ジ
タ
ル

デ
ー
タ
に
変
換
し
て
保
存
さ
れ
、
ネ
ッ

ト
配
信
な
ど
時
代
に
あ
っ
た
ア
ク
セ
ス

し
や
す
い
方
法
で
ア
ー
カ
イ
ブ
さ
れ

る
。
し
か
し
現
実
に
は
、
労
力・時
間・

資
金
が
か
か
る
。
こ
れ
ら
ア
ー
カ
イ
ブ

の
意
義
を
理
解
す
る
た
め
に
も
、
ま
ず

は
興
味
の
あ
る
配
信
作
品
を
観
て
ほ
し

い
と
願
う
。

今
月
の
作
品「
ス
ラ
ム
」

制作：英映画社
企画：大阪府・大阪市　京都府・京都市　兵庫県・神戸市
監修：建設省　製作：高橋銀三郎　脚本/監督：荒井英郎　
1961年｜カラー｜ 33分
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YouTubeでも
視聴可能




